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学
校
、は
じ
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っ
た
よ
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新型コロナウイルス
感染症関連の予算を
　　　　　　　可決
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油断なき新型コロナ対策と市民生活の復興に向けて

医
療
・
介
護
・
福
祉
関
連

施
設
に
お
け
る
危
機
管
理

体
制
の
強
化
。
ま
た
、
教

育
環
境
整
備
、
地
域
経
済

の
復
興
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
今

な
お
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

今
後
も
宝
塚
市
議
会
は
、
市
民
・
行
政
・

議
会
等
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

第
２
波
、
第
３
波
へ
の
備

え
を
十
分
に
固
め
な
が
ら
、

現
場
の
声
を
聞
き
寄
り
添

い
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
し

っ
か
り
取
り
組
み
、
市
民

生
活
を
守
り
抜
き
ま
す
。

の
び
や
か
な
育
ち
と
学
び
、

心
豊
か
な
暮
ら
し
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
一
層
の
情
報
収
集
と

政
策
提
案
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
意
見
歓
迎
！

ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
か
ら
、

皆
様
の
生
活
を
守
る
こ
と

こ
そ
が
最
優
先
で
す
。
身

を
切
る
取
り
組
み
を
コ
ロ

ナ
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々

へ
の
支
援
に
つ
な
げ
ま
す
。

第
２
波
に
向
け
て
の
体
制

整
備
、
生
活
が
苦
し
く
な

っ
て
い
る
市
民
へ
の
支
援

が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
市
民

の
命
と
健
康
を
守
り
、
誰

も
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を

誇
り
に
で
き
る
宝
塚
市
政

づ
く
り
に
、
市
民
の
声
を

大
切
に
発
言
し
て
い
ま
す
。

５
カ
月
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
災

禍
。

し
か
し
、
市
民
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
覚
悟
で
、

議
会
が
一
丸
と
な
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

たからづか
真政会

公明党議員団

市民ネット宝塚

日本維新の会
宝塚市議団

日本共産党
宝塚市会議員団

令和安全の会 社会民主党
議員会

新型コロナウイルス感染症対策及び地域経済や住民生活の
支援に資する基金の創設を求める決議

　本年４月７日、政府は新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言を行うとともに、兵庫
県を含む７都府県について緊急事態措置を実施すべき区域とした。
　一カ月を超える休業要請などを実施し、いまや新型コロナウイルスは市民の生命や安全だけでなく、地域
経済や住民生活の活力までも脅かす存在となっている。
　宝塚市としても国・県の支援を得ながら、強い意思を持って市民の生命や財産を守っていかねばならず、
市民・行政・議会等が一体となってこれらの難局を乗り越えていく必要がある。
　そのためには、迅速に支援策を取りまとめ、市民に情報提供するだけでなく、ともに難局を乗り越えてい
こうというメッセージを込めた対応も重要である。
　このような状況の中、宝塚市議会では、令和２年６月分の議員報酬を全額カットすること、令和２年度第
３四半期及び同第４四半期の政務活動費を交付しないこと、全ての委員会において令和２年度の行政視察旅
費を執行しないことに全議員が合意した。
　これらは、宝塚市の厳しい財政状況下でも、少しでも多くの人に支援が届くように、少しでも長く支援を
継続できるようにとの思いを示したものである。
　よって、議員報酬全額カット等によって余剰となる予算については、新型コロナウイルス感染症対策やそ
れによる影響を受けた地域経済及び住民生活の支援などに充当できるよう、新たな基金を創設し、活用する
ことを求める。
　以上決議する。

議会費を削減し新型コロナにより深刻な影響を
受けている地域経済・住民生活への支援などへ

議
会
を
ク
ラ
ス
タ
ー
に
し
な
い

　

３
月
１
日
、
兵
庫
県
下
に
お
い
て
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
県
が
対
策
本
部
を
設
置
。
私

た
ち
宝
塚
市
議
会
も
そ
の
翌
日
「
宝
塚
市
議
会
危
機
対
策
支

援
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

３
月
は
次
年
度
の
予
算
な
ど
を
決
め
る
大
事
な
時
期
で
も

あ
り
、
議
会
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
宝

塚
市
議
会
は
ど
の
よ
う
に
議
会
を
開
催
す
べ
き
か
、
検
討
し

ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
は
当
局
と
の
対
面
質
疑
を
文
書
質
疑
に

変
更
し
、
総
括
質
疑
の
み
議
場
で
行
う
と
い
う
措
置
を
取
り

ま
し
た
。
傍
聴
も
取
り
や
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
対

応
。
ま
た
、
議
会
を
ク
ラ
ス
タ
ー
に
し
な
い
と
い
う
方
針
の

も
と
、
３
密
を
避
け
、
議
場
等
に
お
け
る
換
気
、
検
温
、
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
な
ど
を
徹
底
し
ま
し
た
。

市
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

　

全
国
各
地
で
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
４
月
に
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
、
同
月
、
私
た
ち
宝
塚
市
議
会
は
支
援
本
部
会

議
を
９
日
、
23
日
と
開
き
、
自
粛
生
活
で
苦
し
む
市
民
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
、
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
及
び
地
域
経
済
や
住
民
生
活
の
支
援
に
資

す
る
基
金
の
創
設
を
求
め
る
決
議
」
を
上
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
議
員
報
酬
、

政
務
活
動
費
、
行
政
視
察
旅
費
を
削
減
す
る
方
針
を
全
議
員

の
総
意
で
決
定
し
ま
し
た
。

議
　
会
　
費

議員報酬削減
6 月分全額

15,439,000円

政務活動費の削減
6 カ月分（年額の1/2）

12,480,000円

視察旅費の削減
予算全額

5,447,000円

削 減 額 合 計
3, 336万6千円

《 創 設 》

市民などからの寄附も
受け入れ可能に

決議文
全文
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新型コロナウイルス感染症対策に伴う
令和２年度一般会計補正予算案を可決

市
議
会
で
は
、
一
刻
も
早
く

市
民
の
皆
さ
ま
へ
支
援
が
届
く

よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
予
算
や
条
例

改
正
な
ど
の
議
案
を
慎
重
か
つ

迅
速
に
審
議
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
5
月
臨
時
会
、

6
月
定
例
会
、
7
月
臨
時
会
に

お
い
て
審
議
さ
れ
た
補
正
予
算

案
を
報
告
し
ま
す
。

問
　
特
別
定
額
給
付
金
に
つ

い
て
、
仮
に
本
市
も
補
正
予
算

を
専
決
処
分
し
た
場
合
、
支
給

時
期
は
早
く
な
っ
て
い
た
か
。

答
　
事
前
準
備
し
、
一
番
早

5
月
11
日
に
開
会
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
伴
う
補
正
予
算
案
（
第
1
号
）
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。
総
務
常
任
委
員
会
が
付
託
を
受
け
慎
重
に
審
査
を

行
い
、
委
員
長
に
よ
る
結
果
報
告
の
後
、
全
員
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
補
正
予
算

案
（
第
３
号
）
は
５
月
25
日
に
上
程
さ
れ
、
総
務
常
任
委

員
会
が
付
託
を
受
け
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
市
が

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
６
月
定
例
会
最
終
日
の
６
月

26
日
を
待
た
ず
、
６
月
５
日
に
委
員
長
に
よ
る
結
果
報
告

の
後
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
送
付
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
う
補
正
予
算
案
（
第
５
号
）
に
つ
い
て
も
、
総
務
常
任

委
員
会
が
付
託
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
委
員
長
に
よ
る

結
果
報
告
の
後
、
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算（第 1号）
243億1,219万 5千円の増額

一般会計補正予算（第３号）
6,432万 4千円の減額

一般会計補正予算（第 5号）
4億8,032万円の増額

（主な内容）
・�特別定額給付金給付事業�
（新型コロナの影響による家計への支援）

・・・・・・・・237億399万 8千円
・子育て世帯臨時特別給付金給付事業
　�（新型コロナの影響による子育て世帯へ
　　の支援）�・・・・・ 2億8,191万 5千円
・�新型コロナウイルス感染症対策医療提供�
体制整備事業�・・・・・・2,456万 9千円

・�新型コロナウイルス感染症対策市内事業者�
支援事業�・・・・・・ 2億9,925万 3千円

（主な内容）
・�人件費（新型コロナに伴う財政負担軽減
　のため市長等特別職の給料等を削減）
　　　・・・・・・・・・・�△388万 8千円
・�新型コロナの影響によるイベント�
中止等による減額�・・・△2,554万 9千円

・西谷地区生活排水対策推進事業
　　　・・・・・・・・・・・�173万 1千円
・�介護サービス継続支援事業�・・・588万円
・新型コロナウイルス感染拡大防止対策�
　支援事業・・・・・・・・�7,427万 2千円
・障碍（がい）者福祉事業�・・981万 2千円
・�災害対策事業（新型コロナに係る
　避難所用間仕切り）�・・・・232万 4千円
・�学校保健事業（学校再開後の
　感染防止対策用品）�・・・・779万 9千円

（主な内容）
・ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
　　　・・・・・・・・�1 億5,123万 3千円
・�災害対策事業�
（避難所での感染拡大防止用品）

　　　・・・・・・・・・・�1,732万 9千円
・商店街お買物券・ポイントシール事業
　　　・・・・・・・・・・・・�4,800万円
・文化芸術活動再開支援事業�・・・750万円
・芸術文化公演再開緊急支援事業
　　　・・・・・・・・・・・�460万 8千円
・スクールネット活用事業�
　　　・・・・・・・・・・�1,726万 5千円

6 月定例会 5月臨時会

い
組
み
合
わ
せ
で
工
程
を
決
定

し
た
の
で
、
他
市
と
大
き
な
差

は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
自
分
で
積
極
的
に
給
付
金
を

申
請
が
で
き
な
い
人
へ
ど
う
周

知
す
る
の
か
。

答　

高
齢
者
へ
は
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
を
通
じ
て
周
知
を
行

う
。
視
覚
障
が
い
者
へ
は
音
声

コ
ー
ド
を
印
刷
し
た
チ
ラ
シ
を

活
用
し
、
障
碍
（
が
い
）
福
祉

課
と
連
携
し
周
知
す
る
。

問　

Ｄ
Ｖ
に
よ
る
避
難
者
や

家
庭
内
の
事
情
で
受
け
取
り
に

く
い
な
ど
配
慮
を
要
す
る
人
へ

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

給
付
金
に
限
ら
ず
、
相

談
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
大
切
で
、
相
談
窓
口
の
周

知
に
努
め
て
い
る
。
相
談
に
来

ら
れ
た
方
に
は
給
付
の
手
続
き

を
案
内
し
て
い
る
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
と
郵
送
に

よ
る
二
重
申
請
が
考
え
ら
れ
る

が
、
防
止
策
は
。

答　

可
能
な
限
り
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
済
み
の
人
に
は
、
申
請

書
の
送
付
を
し
な
い
が
、
申
請

作
業
が
平
行
し
て
進
む
た
め
、

対
象
者
が
給
付
済
み
で
あ
る
な

ど
管
理
す
る
機
能
で
二
重
給
付

を
防
止
し
た
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
治
療
を

す
る
ほ
ど
市
立
病
院
の
経
営
負

担
が
大
き
い
と
聞
く
が
。

答　

入
院
・
外
来
患
者
が
減

り
、
４
月
は
例
年
比
で
約
２
～

３
億
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い

る
。問　

県
と
の
協
調
事
業
の
休

業
要
請
事
業
者
経
営
継
続
支
援

事
業
は
手
続
き
が
煩
雑
。
市
で

相
談
体
制
を
取
ら
な
い
の
か
。

答　

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
を
置

い
て
相
談
の
対
応
に
努
め
る
。

問　

事
業
所
等
賃
料
補
助
に

つ
い
て
、
な
ぜ
個
人
事
業
主
の

み
対
象
な
の
か
。

答　

市
と
し
て
限
ら
れ
た
財

源
を
ど
こ
に
充
て
る
か
検
討
し

た
結
果
、
個
人
事
業
主
へ
の
補

助
の
緊
急
性
が
高
い
と
考
え
た
。

問　

介
護
事
業
所
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
利
用
者
減
な
ど
、

経
営
に
影
響
が
出
て
い
る
。
経

営
に
対
す
る
補
償
は
な
い
の
か
。

問　

市
立
病
院
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
器
を
購
入
す
る
が
、
検
査

は
ど
の
よ
う
な
際
に
行
う
の
か
。

答　

感
染
が
疑
わ
れ
る
患
者

が
救
急
搬
送
さ
れ
た
際
、
院
内

答　

減
収
に
対
し
て
の
補
償

は
難
し
い
。
た
だ
、
事
業
所
の

休
業
等
で
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス

が
滞
ら
な
い
よ
う
、
濃
厚
接
触

者
へ
訪
問
介
護
等
を
行
っ
た
事

業
者
へ
の
補
助
金
支
給
事
業
を

こ
の
補
正
予
算
で
計
上
し
て
い

る
。問　

避
難
所
用
間
仕
切
り
用

品
の
数
は
こ
れ
で
足
り
る
の
か
。

答　

台
風
等
の
出
水
期
に
備

え
、
自
主
避
難
所
用
88
基
を
計

上
。
今
後
は
指
定
避
難
所
41
カ

所
全
て
に
導
入
し
た
い
。
す
ぐ

に
導
入
で
き
な
い
場
合
に
備
え
、

県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
た

パ
ネ
ル
を
立
て
る
対
策
も
視
野

に
入
れ
、
整
備
を
進
め
る
。

問　

リ
モ
ー
ト
型
就
労
支
援

の
想
定
利
用
者
数
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
効
果
測

定
す
る
の
か
。

答　

想
定
利
用
者
数
は
、
登

録
者
数
２
千
～
３
千
人
で
実
施

し
て
い
る
先
行
自
治
体
の
状
況

を
注
視
し
て
設
定
す
る
。

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
行
う
。

速
や
か
に
検
査
結
果
が
出
る
た

め
、
陰
性
で
あ
れ
ば
一
般
病
棟

に
移
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

市
が
購
入
し
、
貸
し
出

し
す
る
家
庭
用
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
の
通
信
費
は
保
護
者
負
担

だ
が
、
対
象
が
就
学
援
助
認
定

者
で
あ
れ
ば
市
の
負
担
と
で
き

な
い
か
。

答　

現
時
点
で
保
護
者
負
担

と
考
え
て
い
る
が
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

保
護
者
負
担
で
も
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
低
額
に
抑

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　

市
内
商
店
街
等
を
対
象

に
行
う
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や

ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
事
業
の
対
象

団
体
数
は
。
な
ぜ
個
人
商
店
が

該
当
し
な
い
の
か
。

答　

参
加
予
定
は
３
つ
の
商

店
街
と
１
つ
の
商
店
連
合
会
で
、

５
０
０
店
舗
弱
。
こ
れ
は
県
作

成
の
制
度
で
、
商
店
街
加
盟
を

条
件
と
し
て
お
り
、
個
人
商
店

は
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
。

問　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
に
つ
い
て
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
で
精
い
っ
ぱ
い

の
こ
と
が
多
い
ひ
と
り
親
世
帯

に
ど
う
周
知
す
る
か
。

答　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給

資
格
者
へ
は
個
別
に
郵
送
で
案

内
す
る
。
広
報
誌
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
現
況
届
の
時
な
ど
繰

り
返
し
丁
寧
に
周
知
を
図
る
。

問　

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
市
が
積
極
的
に
対
策
に
取
り

組
め
た
こ
と
を
、
前
面
に
出
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
思
い
や
り
応
援
基
金
を
取

り
崩
し
、
市
立
病
院
の
機
器
整

備
に
充
当
で
き
た
。
今
後
も
基

金
の
思
い
を
説
明
し
て
い
く
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

７
月
13
・
14
日
に
開

会
。
一
般
会
計
補
正
予

算
案
（
第
６
号
）
お
よ

び
企
業
会
計
（
病
院
・

水
道
・
下
水
道
）
の
補

正
予
算
案
計
４
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
、
全
て
全

員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

事
業
者
支
援
の
公
平
性
、
観
光

促
進
事
業
で
期
待
さ
れ
る
効
果
、

妊
婦
特
別
支
援
給
付
金
の
意
図

等
、
市
独
自
事
業
に
対
し
て
多

く
の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

文
教
生
活
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
今
後
の
収
支
改
善
策
や

経
営
安
定
化
に
つ
い
て
、
質
疑

が
集
中
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
お
よ
び
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算　

本
会
議
質
疑
が
行
わ
れ
、
水

道
基
本
料
金
や
下
水
道
基
本
使

用
料
の
全
世
帯
減
免
に
よ
る
経

営
へ
の
影
響
や
今
後
の
経
営
見

通
し
を
た
だ
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
す
る
医
療
機
関
や
影

響
を
受
け
た
地
域
経
済
お
よ
び

住
民
生
活
へ
の
支
援
な
ど
の
必

要
性
が
増
す
中
、
市
民
や
事
業

者
、
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
感

染
症
対
策
へ
の
支
援
と
し
て
寄

附
を
希
望
さ
れ
る
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
議

会
に
お
い
て
基
金
創
設
に
係
る

決
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
も
踏

ま
え
、
感
染
症
対
策
へ
の
支
援

に
特
化
し
た
基
金
が
創
設
さ
れ
、

市
議
会
か
ら
削
減
を
提
案
し
た

３
３
３
６
万
６
千
円
が
積
み
立

て
ら
れ
ま
し
た
。
（
２
・
３
面

参
照
）

こ
の
基
金
の
一
部
が
市
立
病

院
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
等
の
購
入

に
充
て
ら
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
塚
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
思
い
や
り
応
援

基
金

議
会
の
役
割
と
は

市
議
会
で
は
議
案
審
議
に
お

い
て
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
る

予
算
案
等
が
本
当
に
市
民
生
活

や
地
域
経
済
の
支
援
に
な
り
得

る
の
か
、
公
平
性
に
問
題
な
い

の
か
、
財
政
面
は
大
丈
夫
な
の

か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
問
い
た
だ
し
、
市
の
課
題
を

明
確
に
し
て
い
ま
す
。

7 月臨時会

ま
た
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
事

業
を
進
め
、
委
託
業
者
か
ら
の
、

登
録
者
数
、
登
録
者
が
情
報
を

受
け
取
る
数
、
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
数
、
最
終
的
に
採
用
、

就
き
た
い
職
に
就
い
た
数
な
ど

の
情
報
に
よ
り
効
果
測
定
を
行

う
。問　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休

校
を
受
け
、
授
業
動
画
が
配
信

さ
れ
て
い
た
が
、
各
教
員
の
ス

キ
ル
に
よ
り
差
が
あ
る
と
感
じ

た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

配
布
が
進
む
中
、
教
育
委
員
会

が
支
援
や
一
定
の
基
準
を
示
す

べ
き
で
は
。

答　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
特
色
に
合
わ
せ
た
方
法

で
試
行
的
に
行
っ
た
。
教
育
委

員
会
で
は
、
今
回
の
各
校
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
検
証
し
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ

り
、
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
る
な
ど
今
後
に
生
か
す
。

市民の暮らしを
守るために

一般会計補正予算（第６号）
14億8,122万３千円の増額

（主な内容）
・市内事業者支援事業・・・�２億900万円
・観光事業者支援・・�１億5,152万９千円
・病院事業会計への補助金

・・・・・２億3,115万４千円
・水道事業会計への補助金

・・・・・・２億880万１千円
・妊婦特別支援給付金・・・・�2,700万円
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都市計画道路荒地西山線の道路新設改良工事請負契約金額を変更

概要　都市計画道路荒
あれ

地
ち

西
にし

山
やま

線道路新設改良工事について、土
ど

壌
じょう

分析調査により掘
くっ

削
さく

範囲の一部に自然由来のフッ素などの特定有害物質が存在することが判明したため、
建設発生土の処分地の変更等が必要となったことから、契約金額を変更するものです。
　〇契約金額　 6億1,662万5,900円（3,943万7,200円の増額）

主な審議内容　前回の変更契約に続いて残
ざん

土
ど

処理を伴うものであるが、合わせて変更
契約ができなかったのか。変更契約に伴い工事の進

しん

捗
ちょく

が遅れていると思うが、今後の
見込みは。有害物質を含む土砂は処分地に搬出されるものと埋

う

め戻すものがあるが、
埋め戻すことに問題はないのか。土壌検査を段階的に行うことはできなかったのか。
土砂の搬

はん

出
しゅつ

は、通学路や通学時間の安全対策も含めて計画してほしいがどうか、など
の質疑がありました。

災害に備え防災情報システムを導入

概要　市役所内の災害対策各班の情報共有を効率化し、災害対策本部の意
い

思
し

決
けっ

定
てい

を支
援する「防災情報システム」を導入するものです。
　〇取得金額　7,602万 1 千円
　〇相手方　　�アジア航測株式会社

神戸支店
　　
主な審議内容　プロポーザルに応募
があった 5者が提案したシステム内
容は同じようなものだったのか。避
難所の物資管理の項目で運用をどの
ように考えているのか、などの質疑
がありました。

 6 月定例会では、市長から提案された議案など計45件について審議しました。
提出された議案は一部を除き、 3つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託
し、慎重に審査しました。
ここでは、新型コロナウイルス感染症に係る早期議決を行った議案以外の主な議案につ
いて、概要と審議結果を報告します。

6月定例会の議案審議から6月定例会の議案審議から

全員一致

可決

全員一致

可決
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個人番号通知カードの廃止とマイナンバーカードの普及は

概要　デジタル手続法公布に伴い、本年 5月25日付けで個人番号通知カードが廃止さ
れたため、手数料の徴

ちょう

収
しゅう

に関する記載を削除するなど所
しょ

要
よう

の整備を行うため、宝塚市
一般事務手数料条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　個人番号通知カードが廃止されることで市民に支障はあるかとの問い
に対し、通知カードの住所等に変更がなければ利用可能とのことでした。また、マイ
ナンバーカード申請の際に通知カードとの引き換えが原則だが通知カードを紛失した
場合どうなるのかとの問いに対し、紛失の届け出があればマイナンバーカードの交付
は可能とのことでした。そのほか、通知カード廃止に伴い発行される個人番号通知書
について、海外在住者のマイナンバーについて、マイナンバーカードの本市の発行率
やマイナンバーカードの普及に対する市の姿勢についてなどの質疑がありました。

介護保険料の軽減措置を強化

概要　介護保険法施行令の一部改正に伴い、低所得者に対する保険料軽
けい

減
げん

措
そ

置
ち

につい
て、軽減割合を拡充するため、宝塚市介護保険条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　介護保険料の軽減措置強化による予算への影響と介護予防のさらなる
取り組み、また新型コロナウイルス感染症の影響による収入減少の場合の介護保険料
減
げん

免
めん

に関する市民への周知や市の体制について質疑がありました。

市立病院への寄附金に係る補正予算を可決

概要　市立病院に遺
い

贈
ぞう

された寄附金の受領に伴い、資
し

本
ほん

的
てき

収
しゅう

入
にゅう

の寄附金を3,579万 6 千
円増額し、資

し

本
ほん

的
てき

支
し

出
しゅつ

の固定資産購入費（器
き

械
かい

備
び

品
ひん

費）の予定額を同額増額するもの
です。

主な審議内容　寄附金の使途についての問いに対し、寄附者の�
意向を酌

く

み、できるだけ多くの患者に役立つよう、医療機器の�
購入に充てたいとの答弁がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決

全員一致

可決
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青字は議員提出議案です。

専決処分した事件の承認を求めることについて（７件）

宝塚市市税条例の一部を改正する条例の制定について（２件）、宝塚市都市計画税条例の
一部を改正する条例の制定について（２件）、宝塚市国民健康保険条例の一部を改正する
条例の制定について、宝塚市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて、令和２年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第１号）について

承　　認

令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第２号）

可　　決

宝塚市市税条例等の一部を改正する条例の制定について

宝塚市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

宝塚市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

所得税法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

宝塚市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市開発、都市計画等事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について

執行機関の附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市消防団員等公務災害補償条例の全部を改正する条例の制定について

損害賠償の額の決定について

市道路線の認定について （３件）

宝塚市農業委員会の委員任命につき認定農業者等が委員の過半数を占めることを要しない場合の同
意を求めることについて

令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第４号）

宝塚市新型コロナウイルス対策思いやり応援基金条例の制定について

令和２年度宝塚市病院事業会計補正予算（第２号）

宝塚市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市議会議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について

宝塚市議会政務活動費の交付の特例に関する条例の制定について

宝塚市自治功労者の認定について 認　　定

宝塚市農業委員会の委員任命につき同意を求めることについて 同　　意

阪神水道企業団議会議員の選挙について 選挙執行
（指名推選）

その他の賛否が全員一致した議案
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意 

見 

書

６
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書

案
が
２
件
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

送
付
先　

内
閣
総
理
大
臣

内
閣
官
房
長
官

総
務
大
臣

財
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
方
創
生
規
制
改
革
担
当
）

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
担
当
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
担
当
大
臣

◆
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た

め
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

送
付
先　

総
務
大
臣

財
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

請
　
　
願

６
月
定
例
会
で
は
、
次
の
２

件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
文
教

生
活
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
査

の
上
、
本
会
議
で
採
択
し
ま
し

た
。
請
願
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た

め
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
請
願

概
要　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
３
月
に

突
然
の
全
国
一
斉
臨
時
休
業
の

要
請
、
そ
れ
以
降
も
緊
急
事
態

宣
言
が
公
示
さ
れ
、
学
校
現
場

で
は
学
び
と
育
ち
の
保
障
や
心

の
ケ
ア
、
感
染
症
対
策
等
に
取

り
組
む
中
、
新
学
習
指
導
要
領

の
全
面
実
施
に
加
え
、
貧
困
・

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
解
決
す

べ
き
課
題
が
山
積
し
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
学
び
を
実
現
す

る
た
め
の
教
材
研
究
や
授
業
準

備
の
時
間
の
十
分
な
確
保
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
加
え
て
、

３
密
対
策
を
講
じ
、
学
級
を
複

数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
教
育

活
動
が
求
め
ら
れ
る
。
終
息
が

見
通
せ
な
い
状
況
が
続
く
中
、

少
人
数
学
級
の
着
実
な
推
進
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
将
来
を

担
い
、
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に

つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
を
保
障
し
、
未
来
へ
の
先
行

投
資
と
し
て
、
子
ど
も
や
若
者

の
学
び
を
切
れ
目
な
く
支
援
し

て
い
く
た
め
の
条
件
整
備
は
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０

２
１
年
度
政
府
予
算
編
成
に
お

い
て
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
と
計
画
的
な
教
職

員
定
数
改
善
の
推
進
お
よ
び
教

育
条
件
整
備
の
た
め
の
財
源
措

置
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
一
致
：
採
択
）

②
幼
保
無
償
化
か
ら
除
外
さ
れ

た
外
国
人
学
校
幼
稚
園
に
救
済

措
置
を
求
め
る
請
願

概
要　

２
０
１
９
年
10
月
１

日
よ
り
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
（
幼
保
無
償
化
）
が
実
施

さ
れ
た
が
、
日
本
人
も
外
国
人

も
全
て
の
人
が
負
担
す
る
消
費

税
の
増
税
分
を
財
源
と
し
て
実

施
す
る
幼
保
無
償
化
か
ら
、
各

種
学
校
の
朝
鮮
学
校
や
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
中

華
同
文
学
校
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
学

校
な
ど
の
外
国
人
学
校
幼
稚
園

が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
除

外
措
置
は
、
全
て
の
子
ど
も
が

健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
支
援

す
る
と
定
め
た
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
や
、
い
か
な
る
差
別

も
な
し
に
権
利
を
尊
重
し
確
保

す
る
と
定
め
た
子
ど
も
の
権
利

条
約
な
ど
に
反
し
、
大
変
不
公

平
な
も
の
で
あ
る
。

市
が
、
政
府
に
、
各
種
学
校

の
外
国
人
学
校
幼
稚
園
へ
の
幼

保
無
償
化
適
用
を
働
き
か
け
る

こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
政

府
が
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
幼

保
無
償
化
を
適
用
す
る
ま
で
の

期
間
、
市
が
外
国
人
学
校
幼
稚

園
に
通
う
全
て
の
子
ど
も
た
ち

に
幼
保
無
償
化
と
同
等
の
金
額

を
支
給
す
る
救
済
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

（
審
査
の
概
要
）

主
な
質
疑
と
し
て
、
外
国
人

学
校
幼
稚
園
等
の
学
校
関
係
者

の
意
見
聴
取
や
幼
保
無
償
化
対

象
と
な
る
施
設
の
判
断
基
準
、

市
は
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
の
多
子

減
免
制
度
の
対
象
に
朝
鮮
初
級

学
校
幼
稚
園
を
含
め
て
い
た
か

ど
う
か
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち

が
幼
保
無
償
化
対
象
と
な
っ
た

場
合
の
対
象
者
数
の
確
認
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
賛
成
お
よ
び

反
対
の
委
員
か
ら
討
論
が
あ
り
、

賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
会
議
で
は
賛
成
４
人
、

反
対
２
人
の
議
員
か
ら
討
論
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
採
択
し
ま
し
た
。

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 市民ネット宝塚 日本共産党
宝塚市会議員団 公明党議員団 日本維新の会

宝塚市議団
令和安全
の会

社会
民主党
議員会

  議員名

案件名・結果

大
川
　

裕
之

浅
谷
　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

寺
本
　

早
苗

川
口
　
　

潤

北
野
　

聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中
　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡
　

和
枝

江
原
　

和
明

中
野
　
　

正

三
宅
　

浩
二

池
田
　

光
隆

伊
庭
　
　

聡

村
松
あ
ん
な

北
山
　

照
昭

山
本
　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

幼保無償化から除外された外国
人学校幼稚園に救済措置を求め
る請願

採択（賛成多数）
× × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長

○ × × × ○ × ○ ○

※議長（中野正議長）の裁決について
　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において賛成・反対
が同数つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。
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一
般
質
問
と
は
、
各
議
員
が

市
政
全
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
市
の
考
え

方
や
、
取
り
組
み
姿
勢
、
今
後

の
方
向
性
な
ど
を
問
い
た
だ
す

も
の
で
す
。

◇通
常
一
般
質
問
は
、
１
人
当

た
り
90
分
を
上
限
に
20
人
以
上

の
議
員
か
ら
発
言
の
通
告
が
な

さ
れ
、
４
日
間
か
け
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
６
月
定
例

会
で
は
、
長
時
間
の
会
議
、 

議

員
や
職
員
の
３
密
を
避
け
る
な

ど
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

会
派
間
で
質
問
時
間
の
短
縮
や

緊
急
と
さ
れ
る
課
題
に
絞
る
な

ど
、
協
議
・
調
整
の
上
、
２
日

間
に
日
程
を
短
縮
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
議
場
で
は
議
員
同
士

も
間
隔
を
取
っ
て
着
席
し
、
休

憩
を
多
め
に
入
れ
、
換
気
に
努

め
ま
し
た
。
傍
聴
の
皆
さ
ま
に

も
、
マ
ス
ク
着
用
や
検
温
、
手

指
消
毒
な
ど
、
感
染
防
止
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇こ
こ
で
は
、
各
議
員
の
質
問

要
旨
を
会
派
ご
と
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

く
わ
は
ら
健
三
郎

【
安
心
感
を
持
て
る
情
報
発
信
】

問　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
対

す
る
市
長
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

対
応
に
つ
い
て
受
け
止
め
は
。

答　

初
め
て
の
経
験
で
毎
日

が
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
。
保
健

所
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
、

詳
し
い
情
報
を
も
ら
え
な
い
と

い
う
限
界
を
感
じ
た
。

問　

危
機
対
応
に
お
い
て
は
、

市
民
も
ト
ッ
プ
か
ら
の
情
報
を

求
め
て
い
る
。
他
市
と
比
較
し
、

本
市
は
市
長
か
ら
情
報
発
信
が

極
端
に
少
な
か
っ
た
が
理
由
は
。

答　

２
回
発
行
し
た
広
報
臨

時
号
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
思
い
を

書
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
発
信
は
少
な
か
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
。
第
２
波
襲
来
時
に

は
、
も
っ
と
し
っ
か
り
発
信
す

る
こ
と
は
大
事
な
の
で
、
実
行

し
て
い
き
た
い
。

意
見　

今
回
の
貴
重
な
危
機

管
理
の
経
験
を
蓄
積
し
、
今
後

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

風
早
ひ
さ
お

【
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
検
証
と

第
２
波
へ
の
備
え
】

問　

市
立
病
院
発
熱
外
来
拡

充
の
状
況
は
。

答　

総
合
内
科
を
２
診
体
制

と
し
発
熱
外
来
を
設
け
た
。
宝

塚
健
康
福
祉
事
務
所
か
ら
受
診

者
受
け
入
れ
の
要
請
を
受
け
、

第
２
波
に
備
え
体
制
を
整
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

今
後
、
市
と
し
て
こ
の

医
療
体
制
に
ど
う
関
わ
る
の
か
。

答　

公
立
病
院
で
受
け
止
め
、

地
域
医
療
と
の
分
担
で
、
受
診

体
制
の
構
築
が
可
能
と
考
え
る
。

意
見　

保
健
所
と
の
連
携
が

う
ま
く
い
か
ず
、
情
報
が
無
く

て
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
市
立
病
院
の
発
熱

外
来
の
患
者
数
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

数
を
基
準
に
判
断
す
れ
ば
、
迅

速
に
医
療
体
制
が
整
え
ら
れ
る
。

平
時
の
市
内
医
療
機
関
の
機
能

分
担
に
も
つ
な
が
る
宝
塚
市
感

染
対
策
医
療
モ
デ
ル
の
検
討
を
。

浅
谷　

亜
紀

【
教
育
機
会
保
障
の
手
だ
て
】

問　

休
校
中
の
学
習
指
導
が

課
題
配
布
の
み
で
、
子
ど
も
の

理
解
が
促
せ
な
い
。
教
育
の
保

障
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

理
解
が
進
む
よ
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
で
取
り
組
む
。

問　

休
校
中
の
対
応
に
懸
念
。

取
り
組
み
の
把
握
と
総
括
を
。

答　

総
括
し
、
報
告
す
る
。

意
見　

第
２
波
に
向
け
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
早
期
対
応
を
。

【
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
被
害
者
救
済
を
】

問　

外
出
自
粛
に
伴
い
深
刻

化
す
る
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
被
害
者
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
受
信
に
メ
ー
ル
活
用
を
。

答　

加
害
者
に
知
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
行
っ
て
い
な
い
。

意
見　

電
話
が
で
き
な
い
状

況
を
考
え
、
被
害
者
の
救
済
を
。

【
今
後
の
予
算
編
成
】

問　

早
急
に
必
要
な
経
済
支

援
と
し
て
、
国
の
２
次
補
正
に

よ
る
臨
時
交
付
金
の
使
途
は
。

答　

有
効
に
活
用
し
た
い
。

一
般
質
問

た
か
ら
づ
か
真
政
会

動画で視聴できます
　

一
般
質
問
の
内
容
を
動

画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

　

「
宝
塚
市
議
会
」
で
検

索
し
て
「
議
会
中
継
・
録

画
配
信
」
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
か
、
各
議
員
名
の
下
に

あ
る
Q
R
コ
ー
ド
（
※
）

を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

公
開
は
、
次
号
の
発
行
日

ま
で
で
す
。

※
「
Q
R
コ
ー
ド
」
は
、

（
株
）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

の
登
録
商
標
で
す
。
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川
口　
　

潤

【
熱
中
症
対
策
】

問　

夏
休
み
を
短
縮
し
授
業

が
行
わ
れ
る
が
、
通
学
時
の
熱

中
症
対
策
が
必
要
で
は
。

答　

今
後
積
極
的
に
教
材
を

学
校
に
置
い
て
帰
る
よ
う
指
導

を
す
る
。
登
下
校
中
の
日
傘
や

帽
子
の
着
用
を
認
め
て
お
り
、

中
学
生
に
は
夏
用
体
操
服
等
で

の
登
校
を
勧
め
て
い
る
。

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
業
収
益
】

問　

全
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
受
け
入
れ
病
院
で
、
外
来
・

入
院
患
者
の
減
に
よ
る
収
益
減

少
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
費

負
担
に
よ
り
経
営
が
悪
化
し
て

い
る
。
市
立
病
院
へ
の
影
響
は
。

答　

今
年
の
３
月
と
４
月
を

比
較
す
る
と
入
院
・
外
来
共
に

患
者
数
が
減
り
、
約
１
億
６
千

万
円
の
大
幅
減
収
と
な
っ
た
。

意
見　

市
立
病
院
だ
け
で
な

く
市
内
病
院
へ
も
支
援
を
。
医

療
従
事
者
へ
の
差
別
を
無
く
し
、

安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
を
。

寺
本　

早
苗

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
】

問　

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

県
公
表
の
新
し
い
指
針
に
基
づ

く
備
え
を
早
急
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
が
。

答　

自
宅
や
親
戚
宅
等
へ
の

在
宅
避
難
を
基
本
と
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
防
災
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
広
報
誌
、
安
心
メ

ー
ル
で
周
知
し
て
い
く
。
３
密

を
避
け
る
た
め
の
間
仕
切
り
等
、

物
資
・
資
機
材
は
順
次
整
備
中
。

避
難
所
運
営
を
行
う
職
員
に
は

講
習
を
実
施
し
、
役
割
等
を
確

認
す
る
。
大
規
模
災
害
時
は
公

共
施
設
を
活
用
し
、
避
難
者
同

士
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

問　

在
宅
避
難
は
な
じ
み
が

薄
く
、
住
民
の
準
備
が
進
ん
で

い
な
い
。
啓
発
が
必
要
で
は
。

答　

停
電
や
断
水
の
恐
れ
も

あ
り
、
１
週
間
分
の
食
料
や
水
、

充
電
器
等
の
準
備
を
お
願
い
し

て
い
く
。
安
心
メ
ー
ル
や
、
出

前
講
座
で
啓
発
を
進
め
る
。

北
野　

聡
子

【
学
校
再
開
に
当
た
っ
て
】

問　

授
業
の
進
め
方
と
少
人

数
授
業
の
た
め
の
人
材
確
保
は
。

答　

本
年
度
の
学
習
範
囲
は

本
年
度
内
に
終
え
る
こ
と
が
基

本
方
針
だ
が
、
詰
め
込
み
学
習

に
な
ら
な
い
よ
う
、
主
体
的
な

学
び
を
意
識
し
た
授
業
に
努
め

る
。
ま
た
感
染
症
予
防
の
方
法
、

感
染
症
へ
の
偏
見
や
差
別
を
し

な
い
よ
う
人
権
教
育
も
行
う
。

文
部
科
学
省
も
教
員
加
配
等
の

支
援
を
行
う
と
し
て
お
り
、
市

も
具
体
策
が
示
さ
れ
れ
ば
適
切

に
手
続
き
を
進
め
る
。

問　

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
や

虐
待
防
止
対
策
を
行
い
、
楽
し

く
安
心
で
き
る
居
場
所
と
し
て

の
学
校
づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
。

答　

休
校
中
も
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
対
面
相
談

の
継
続
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
１
名

増
の
８
名
体
制
と
し
、
関
係
機

関
と
迅
速
な
連
携
を
し
て
い
る
。

横
田
ま
さ
の
り

【
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
利
用
率

の
低
下
と
減
収
に
つ
い
て
】

問　

緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
、

医
療
機
関
、
介
護
、
障
が
い
者

施
設
等
に
お
け
る
利
用
率
の
低

下
と
そ
れ
に
伴
う
減
収
を
市
は

ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

通
常
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
相
談
支
援
等
に
振
り
替
え

て
報
酬
対
象
に
で
き
る
た
め
、

減
収
状
況
は
事
業
所
に
よ
り
異

な
る
。
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
。

意
見　

利
用
者
の
立
場
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
の

に
電
話
対
応
等
だ
け
で
１
割
負

担
に
な
っ
て
し
ま
う
。
利
用
者

が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
一
面
も
一
方

で
問
題
で
あ
り
、
減
収
の
問
題

を
実
態
把
握
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
に
特
化
し
た
感

染
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
】

問　

第
２
波
に
備
え
る
上
で
、

介
護
、
福
祉
の
現
場
に
お
け
る

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
は
。

答　

介
護
事
業
者
に
は
、
国

か
ら
の
留
意
点
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
種
別
ご
と
の
対
応
策
が
示
さ

れ
た
も
の
を
、
市
や
市
介
護
保

険
事
業
者
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
掲
載
し
、
周
知
し
て
い
る
。

障
が
い
者
施
設
に
は
、
国
の
通

知
に
お
い
て
対
応
が
示
さ
れ
、

指
定
権
限
を
持
つ
県
が
各
事
業

所
に
直
接
通
知
し
て
い
る
。

問　

茨
城
県
の
よ
う
な
新
型

コ
ロ
ナ
に
特
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
提
示
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

県
の
所
管
な
の
で
本
市

の
判
断
を
示
す
の
は
困
難
。
県

で
の
作
成
が
理
想
的
と
考
え
る
。

田
中　

こ
う

【
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
市
民
の

「
い
の
ち
と
く
ら
し
」
を
守
る

た
め
に
】

問　

自
営
業
者
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
は
国
民
健
康
保
険
の
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
傷
病
手
当
支
給

対
象
外
。
自
治
体
の
判
断
で
支

給
可
能
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

国
の
財
政
支
援
の
対
象

外
の
た
め
、
支
給
対
象
と
す
る

の
は
困
難
。

問　

国
の
大
学
生
等
へ
の
支

援
は
対
象
者
が
全
体
の
１
割
に

す
ぎ
な
い
。
国
に
拡
充
を
求
め
、

市
独
自
の
支
援
策
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
は
大
学
生
等
へ
の

独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
国

の
支
援
策
の
効
果
を
見
極
め
、

他
自
治
体
の
動
向
も
注
視
す
る
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
学
校
へ
】

問　

休
校
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
抱
え
る
家
庭
を
ど
う

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
今
後
、

休
校
に
よ
り
給
食
が
提
供
さ
れ

な
い
場
合
の
代
替
案
は
。

答　

学
級
担
任
等
が
電
話
連

絡
や
家
庭
訪
問
な
ど
に
よ
り
児

童
生
徒
の
健
康
状
態
や
家
庭
の

様
子
の
把
握
に
努
め
、
虐
待
リ

ス
ク
が
高
く
、
支
援
等
が
必
要

な
家
庭
に
は
、
関
係
機
関
等
か

ら
情
報
提
供
を
受
け
注
意
深
く

確
認
を
行
っ
た
。
今
後
、
休
校

で
栄
養
不
足
と
な
る
児
童
生
徒

へ
の
給
食
提
供
は
感
染
リ
ス
ク

が
高
く
困
難
だ
が
、
支
出
し
な

か
っ
た
就
学
援
助
費
の
給
食
費

相
当
額
の
財
源
に
よ
り
、
代
替

措
置
を
講
じ
ら
れ
な
い
か
関
係

部
署
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚

日
本
共
産
党
宝
塚
市
会
議
員
団
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三
宅　

浩
二

【
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
】

問　

県
が
発
表
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
受
け
て
市
の
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
修
正
さ
れ

た
が
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
方

と
他
の
避
難
者
を
、
避
難
所
の

ど
こ
で
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
ど
う
動
線
を
分
け
て
対
応

す
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
機
材
は
ど
う
す
る
の
か
が
一

切
書
か
れ
て
い
な
い
が
。

答　

細
か
く
書
き
切
れ
て
い

な
い
点
を
反
省
し
、
こ
れ
か
ら

感
染
防
止
の
物
資
に
つ
い
て
も

書
き
込
ん
で
い
き
た
い
。

問　

避
難
所
で
必
要
な
資
材

に
つ
い
て
、
不
足
分
が
行
き
渡

る
ま
で
、
今
回
の
補
正
予
算
で

学
校
や
教
育
委
員
会
が
購
入
す

る
予
定
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
材
を

避
難
所
で
使
う
こ
と
は
可
能
か
。

答　

万
が
一
災
害
が
発
生
し
、

避
難
所
を
開
設
す
る
事
態
に
な

っ
た
場
合
、
人
命
の
安
全
確
保

を
優
先
す
る
。
学
校
の
備
品
を

使
用
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

問　

現
在
の
避
難
所
は
１
カ

所
に
つ
き
職
員
２
名
の
派
遣
だ

が
、
感
染
症
の
チ
ェ
ッ
ク
や
動

線
を
分
け
る
対
策
を
と
っ
た
場

合
、
対
応
で
き
る
の
か
。

答　

実
際
に
２
名
で
は
難
し

い
と
考
え
る
が
、
ま
だ
協
議
を

進
め
て
い
な
い
の
で
、
２
名
で

考
え
て
い
る
。

意
見　

避
難
所
が
ク
ラ
ス
タ

ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
避
難

所
ご
と
の
状
況
に
合
わ
せ
た
運

営
に
つ
い
て
、
各
地
区
の
防
災

関
係
の
方
々
と
早
急
に
協
議
し
、

市
民
の
安
全
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

藤
岡　

和
枝

【
市
民
に
安
心
を
届
け
る
た
め

に
】問　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
、
個
人
事
業
者
へ

の
支
援
の
強
化
策
は
。

答　

市
独
自
に
新
た
な
生
活

様
式
に
対
応
し
た
新
業
態
に
挑

戦
す
る
事
業
者
へ
の
補
助
制
度

を
創
設
し
、
順
次
支
給
を
実
施
。

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
実
現
に
向
け
て
の
課
題
は

答　

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能

力
の
向
上
、
端
末
の
保
守
・
運

営
に
係
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
お
よ

び
家
庭
で
の
通
信
環
境
の
整
備

が
、
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
ぶ
環
境
の
継
続
が
重
要
だ

が
、
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

答　

児
童
生
徒
の
理
解
度
に

応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は
大

変
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

２
０
１
８
年
11
月
に
行

財
政
運
営
方
針
を
策
定
し
た
が
、

そ
の
中
の
働
き
方
改
革
の
推
進

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
今
後
の
取
り
組
み
が
精
査
さ

れ
て
い
な
い
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
働
き
方
改
革
の
推

進
も
あ
る
。
方
針
を
策
定
し
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
し
た
い
。

意
見　

職
員
が
よ
り
よ
い
仕

事
を
し
て
い
く
た
め
の
ツ
ー
ル

と
な
る
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ウ
ェ

ブ
会
議
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
へ
と
つ
な
が
る
。
リ
ー
ダ
ー

の
意
識
か
ら
改
革
し
て
い
き
、

市
民
に
安
心
を
届
け
ら
れ
る
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

村
松
あ
ん
な

【
市
立
保
育
所
】

問　

長
期
自
粛
か
ら
の
登
所

再
開
に
は
、
慣
ら
し
保
育
の
基

準
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

答　

一
律
に
基
準
を
設
け
ず
、

状
況
に
合
わ
せ
柔
軟
な
対
応
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

問　

同
じ
条
件
で
も
保
育
所

に
よ
っ
て
対
応
が
変
わ
る
の
か
。

答　

保
育
所
や
子
ど
も
な
ど
、

個
別
状
況
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

問　

幾
つ
か
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
を
設
け
る
な
ど
、
保
護
者
間

で
不
公
平
を
無
く
す
工
夫
は
。

答　

定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
保
育
所
の
所
長
会
で
、
情
報

共
有
は
図
り
た
い
。

【
認
可
外
保
育
施
設
】

問　

希
望
の
保
育
所
に
入
れ

ず
、
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
保
護
者
へ
、

登
園
自
粛
中
も
発
生
し
て
い
た

保
育
料
を
補
助
す
べ
き
で
は
。

答　

県
の
管
轄
で
、
市
が
自

粛
要
請
を
し
て
お
ら
ず
、
保
育

料
の
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
。

意
見　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の

交
付
金
を
活
用
し
検
討
す
べ
き
。

【
乳
幼
児
健
診
】

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

10
か
月
児
健
診
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
代
替
さ
れ
て
い
る
。
ど

う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
の
か
。

答　

必
要
な
方
に
は
、
保
健

師
が
電
話
や
家
庭
訪
問
、
健
康

セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
医
師
に
よ

る
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

意
見　

市
内
医
療
機
関
に
協

力
を
依
頼
す
る
な
ど
、
実
施
方

法
を
検
討
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
対
応
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス

が
出
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
。

池
田　

光
隆

【
市
事
業
の
指
定
管
理
者
損
失

補
償
金
】

問　

宝
塚
市
の
財
政
見
通
し

が
悪
い
中
、
市
事
業
の
指
定
管

理
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

損
失
補
償
を
早
期
に
優
先
す
る

こ
と
に
納
税
者
で
あ
る
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
か
懐
疑
的
。

取
り
扱
い
は
。

答　

損
失
補
償
は
、
基
本
方

針
を
定
め
対
応
し
て
い
る
。

問　

指
定
管
理
者
事
業
に
お

け
る
自
主
事
業
の
損
失
補
償
は
。

答　

法
に
基
づ
く
県
か
ら
の

休
業
要
請
前
に
、
市
か
ら
の
要

請
に
よ
り
臨
時
休
業
し
た
場
合

は
、
指
定
事
業
と
自
主
事
業
へ

損
失
補
償
す
る
が
、
県
か
ら
の

休
業
要
請
以
降
の
臨
時
休
館
期

間
は
、
県
内
全
て
の
事
業
者
と

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
指
定
事

業
へ
の
み
損
失
補
償
す
る
。

問　

再
開
準
備
を
伴
う
休
業

期
間
も
補
償
の
対
象
に
な
る
か
。

答　

ど
う
し
て
も
必
要
な
期

間
で
あ
れ
ば
、
考
慮
す
る
。

問　

補
償
金
に
は
各
施
設
の

駐
車
料
金
の
減
収
分
も
含
む
か
。

答　

駐
車
料
金
が
指
定
管
理

施
設
に
お
け
る
事
業
に
充
て
ら

れ
て
い
る
場
合
、
考
慮
す
る
。

【
寄
附
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
】

問　

マ
ス
ク
な
ど
の
寄
附
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　

医
療
機
関
、
高
齢
者
施

設
等
に
配
布
し
、
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

意
見　

対
応
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
振
っ
て
、
市
当
局
が
も

ら
い
に
行
っ
た
例
も
あ
っ
た
。

市
へ
の
寄
附
に
対
し
て
は
、
市

が
対
応
を
。

公
明
党
議
員
団

日
本
維
新
の
会
宝
塚
市
議
団
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山
本　

敬
子

【
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
対
策
】

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

行
政
と
し
て
し
っ
か
り
し
た
想

定
と
対
策
が
必
要
。
出
水
期
を

迎
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
再

確
認
な
ど
の
広
報
、
周
知
は
。

答　

６
月
11
日
に
は
安
心
メ

ー
ル
で
周
知
。
広
報
７
月
号
で

も
避
難
に
つ
い
て
広
報
し
た
い
。

問　

武
庫
川
本
流
に
ダ
ム
が

無
い
の
は
危
険
だ
と
県
か
ら
聞

い
た
。
武
庫
川
の
治
水
対
策
に

つ
い
て
の
市
の
意
見
は
。

答　

武
庫
川
水
系
河
川
整
備

計
画
に
新
規
ダ
ム
は
無
い
が
、

必
要
性
、
実
現
可
能
性
を
検
討

し
、
現
計
画
完
了
後
の
選
択
肢

の
一
つ
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

市
は
現
計
画
の
早
期
進
捗
と
流

域
の
総
合
的
な
治
水
安
全
度
の

向
上
を
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

問　

避
難
す
る
際
の
準
備
物

に
マ
ス
ク
や
消
毒
液
を
入
れ
て

ほ
し
い
と
思
う
が
、
周
知
は
。

答　

避
難
所
に
準
備
は
す
る

が
絶
対
数
が
足
り
な
い
の
で
、

広
報
６
月
号
や
安
心
メ
ー
ル
で

お
願
い
し
た
。
今
後
、
避
難
情

報
を
出
す
際
に
も
、
持
参
を
お

願
い
す
る
予
定
。

【
コ
ロ
ナ
禍
の
病
院
へ
の
協
力
】

問　

市
内
病
院
も
市
立
病
院

も
患
者
の
受
診
抑
制
で
減
収
と

な
っ
て
い
る
。
市
の
支
援
策
は
。

答　

国
で
は
公
営
企
業
に
対

し
特
別
減
収
対
策
企
業
債
を
発

行
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

市
内
病
院
へ
は
減
収
補
償
で
な

く
、
第
２
波
に
備
え
た
環
境
整

備
の
支
援
が
必
要
。
県
の
補
助

制
度
を
周
知
し
、
市
独
自
の
支

援
も
検
討
し
て
い
く
。

北
山　

照
昭

【
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】

問　

市
内
の
中
学
校
12
校
中
、

長
尾
中
学
校
だ
け
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
無
い
の
に
旧
体
育
館
跡
地

を
駐
車
場
に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　

避
難
所
機
能
と
し
て
災

害
用
車
両
等
の
受
け
入
れ
ス
ペ

ー
ス
や
老
朽
化
し
た
普
通
教
室

棟
の
将
来
的
な
整
備
工
事
の
際

の
車
両
進
入
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
。

意
見　

教
育
の
政
策
決
定
に

問
題
が
あ
る
。
学
校
は
生
徒
の

た
め
に
あ
る
。
教
育
の
基
本
的

な
在
り
方
を
再
検
討
し
対
処
を
。

【
財
政
見
通
し
と
宝
塚
市
行
財

政
経
営
戦
略
本
部
】

問　

３
月
９
日
に
行
財
政
経

営
戦
略
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
本
部
発
足
後
、
２
カ
月

も
会
議
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

答　

中
長
期
を
見
据
え
た
具

体
的
な
推
進
計
画
の
作
成
や
準

備
に
時
間
を
要
し
た
た
め
。

問　

５
月
の
広
報
た
か
ら
づ

か
に
、
な
ぜ
今
後
の
課
題
や
戦

略
本
部
長
と
し
て
の
市
長
の
決

意
を
掲
載
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

今
後
の
課
題
や
そ
の
対

応
に
係
る
方
向
性
と
方
針
の
共

有
は
重
要
。
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
、
適
切
な
時
期
に

分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
く
。

問　

財
政
見
通
し
で
見
込
む

大
き
な
収
支
不
足
へ
の
認
識
は
。

答　

非
常
に
厳
し
い
と
認
識
。

問　

国
や
県
、
市
の
公
表
デ

ー
タ
か
ら
市
政
分
析
し
た
市
民

の
資
料
を
見
た
市
長
の
認
識
は
。

答　

職
員
が
気
付
か
な
い
視

点
や
指
摘
も
あ
っ
た
。
予
算
編

成
や
施
策
に
生
か
し
た
い
。

大
島
淡
紅
子

【
こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
の
検
証
】

問　

子
ど
も
へ
の
虐
待
、
女

性
へ
の
家
庭
内
暴
力
の
実
態
は
。

答　

児
童
虐
待
の
通
告
件
数

は
年
々
増
加
傾
向
で
、
昨
年
同

月
比
で
は
市
へ
の
通
告
は
減
っ

た
が
児
童
相
談
所
や
警
察
へ
は

増
加
。
Ｄ
Ｖ
相
談
室
へ
の
相
談

人
数
は
Ｄ
Ｖ
避
難
者
か
ら
の
特

別
定
額
給
付
金
申
請
に
関
す
る

相
談
も
増
え
、
増
加
の
傾
向
。

意
見　

Ｄ
Ｖ
相
談
で
も
分
か

る
が
特
別
定
額
給
付
金
は
個
人

支
給
で
な
く
多
様
化
す
る
家
族

の
在
り
方
に
対
応
し
て
い
な
い
。

今
後
宝
塚
市
か
ら
個
人
支
給
に

つ
い
て
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

問　

分
散
登
校
中
に
学
校
給

食
の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

答　

条
件
整
理
は
必
要
だ
が

で
き
る
限
り
の
給
食
の
提
供
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
中
学
校
教
科
書
採
択
】

問　

今
年
は
採
択
年
だ
が
、

教
科
書
展
示
会
の
日
程
の
遅
れ

に
よ
る
影
響
と
近
年
の
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
状
況
と
影
響
は
。

答　

日
程
の
遅
れ
が
採
択
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
無
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
県
教
育
委
員
会

の
依
頼
に
よ
り
実
施
。
市
の
採

択
に
影
響
し
な
い
。

問　

教
育
委
員
と
教
科
書
選

定
委
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る

機
会
が
無
い
の
は
本
当
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

展
示
会
の
日
程
が
遅
れ
、
採
択

前
に
見
て
も
ら
う
の
が
難
し
い
。

問　

ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
が
。

答　

教
科
書
に
対
す
る
声
は

大
切
な
の
で
努
力
は
し
た
い
。

梶
川
み
さ
お

【
市
立
病
院
の
職
場
環
境
改
善
】

問　

病
理
検
査
担
当
の
臨
床

検
査
技
師
が
昨
年
８
月
に
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と
診
断
さ
れ
、

９
月
か
ら
休
職
し
た
こ
と
に
つ

い
て
病
院
当
局
の
見
解
は
。

答　

換
気
装
置
の
不
具
合
で

一
時
的
に
化
学
物
質
の
濃
度
が

上
昇
し
た
た
め
発
症
し
た
と
認

識
し
て
い
る
。
管
理
者
と
し
て
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

問　

第
三
者
に
よ
る
調
査
の

実
施
メ
ン
バ
ー
の
経
歴
お
よ
び

調
査
の
対
象
・
範
囲
等
は
。

答　

労
働
問
題
に
詳
し
い
弁

護
士
と
兵
庫
医
大
の
病
理
学
病

理
診
断
部
門
の
主
任
教
授
の
２

人
。
調
査
対
象
は
過
去
の
作
業

環
境
測
定
お
よ
び
作
業
環
境
整

備
に
関
し
て
の
聞
き
取
り
な
ど
。

問　

兵
庫
医
大
の
主
任
教
授

は
市
立
病
院
の
方
と
親
し
い
と

聞
く
が
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

考
え
る
。
人
選
の
再
検
討
を
。

答　

検
討
は
し
て
い
な
い
。

問　

第
三
者
の
聞
き
取
り
調

査
等
に
調
査
対
象
の
病
院
当
局

が
入
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　

誰
に
聞
き
取
り
調
査
す

る
か
な
ど
、
病
院
当
局
か
ら
指

示
す
る
こ
と
は
な
い
。

問　

病
院
事
業
責
任
者
と
し

て
病
院
事
業
管
理
者
の
見
解
は
。

答　

労
働
基
準
監
督
署
か
ら

の
是
正
勧
告
を
深
く
受
け
止
め
、

職
場
環
境
改
善
工
事
を
一
日
も

早
く
完
了
し
、
安
心
し
て
働
け

る
環
境
整
備
を
行
い
た
い
。

意
見　

リ
ー
ダ
ー
は
事
実
を

正
直
に
述
べ
て
信
頼
さ
れ
、
職

員
一
丸
と
な
り
病
院
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

令
和
安
全
の
会

社
会
民
主
党
議
員
会
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◆
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
◆

　

5
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
右
か
ら
）

　

藤
岡　

和
枝

〇
村
松
あ
ん
な

◎
大
川　

裕
之

　

北
山　

照
昭

　

と
な
き
正
勝

　

梶
川
み
さ
お

　

寺
本　

早
苗

　

く
わ
は
ら
健
三
郎

　

◎
委
員
長

　

〇
副
委
員
長

市
の
政
策
や
方
針
に
つ
い
て
、
市
の
税
金
に
関
す
る
こ

と
、
予
算
や
決
算
な
ど
の
財
政
や
会
計
に
つ
い
て
、
人

事
管
理
や
庁
舎
管
理
、
人
権
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
こ
と
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

福
祉
、
教
育
、
介
護
保
険
、
市
立
病
院
、
市
民
協
働
、

市
の
広
報
・
広
聴
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
担
当
し
ま
す
。

産
業
、
文
化
、
道
路
、
上
下
水
道
、
市
営
住
宅
、
消
防
、

防
災
、
ご
み
政
策
、
墓
苑
事
業
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

担
当
し
ま
す
。

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
委
員
会
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
右
か
ら
）

　

池
田　

光
隆

　

藤
岡　

和
枝

〇
風
早
ひ
さ
お

◎
寺
本　

早
苗

　

大
川　

裕
之

　

田
中　

こ
う

　

◎
委
員
長　

　

〇
副
委
員
長

（
前
列
右
か
ら
）

　

北
野　

聡
子

　

三
宅　

浩
二

　

伊
庭　
　

聡

◎
浅
谷　

亜
紀

　

川
口　
　

潤

（
後
列
右
か
ら
）

　

冨
川
晃
太
郎

　

田
中　

こ
う

〇
横
田
ま
さ
の
り

　

風
早
ひ
さ
お

　

◎
委
員
長

　

〇
副
委
員
長

（
前
列
右
か
ら
）

　

大
島
淡
紅
子

　

石
倉
加
代
子

　

池
田　

光
隆

　

田
中
大
志
朗

（
後
列
右
か
ら
）

　

山
本　

敬
子

　

江
原　

和
明

〇
た
ぶ
ち
静
子

◎
岩
佐
ま
さ
し

　

◎
委
員
長

　

〇
副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
情
報
を
発
信
（
広
報
）
す

る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
意
見

を
把
握
し
反
映
（
広
聴
）
さ
せ
る

た
め
の
委
員
会
で
す
。
こ
の
議
会

報
「
か
け
は
し
」
の
編
集
も
担
当

し
て
い
ま
す
。

【
委
員
長
】　

三
宅　

浩
二

【
副
委
員
長
】
川
口　
　

潤

岩
佐
ま
さ
し
、
大
島
淡
紅
子
、

村
松
あ
ん
な
、
山
本　

敬
子
、

横
田
ま
さ
の
り

広
報
広
聴
委
員
会

●会派の構成が変わりました●
　

政
策
や
考
え
方
を
同
じ
く
す
る
議
員
の
集
ま
り
で
す
。　
　

◎
代
表
者

た
か
ら
づ
か
真
政
会

　

◎
大
川　

裕
之
、
浅
谷　

亜
紀
、

　
　

石
倉
加
代
子
、
岩
佐
ま
さ
し
、

　
　

風
早
ひ
さ
お
、
く
わ
は
ら
健
三
郎
、　

　
　

冨
川
晃
太
郎

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚

　

◎
寺
本　

早
苗
、
川
口　
　

潤
、

　
　

北
野　

聡
子
、
田
中
大
志
朗

日
本
共
産
党
宝
塚
市
会
議
員
団

　

◎
と
な
き
正
勝
、
田
中　

こ
う
、

　
　

た
ぶ
ち
静
子
、
横
田
ま
さ
の
り

公
明
党
議
員
団

　

◎
藤
岡　

和
枝
、
江
原　

和
明
、

　
　

中
野　
　

正
、
三
宅　

浩
二

日
本
維
新
の
会
宝
塚
市
議
団

　

◎
池
田　

光
隆
、
伊
庭　
　

聡
、

　
　

村
松
あ
ん
な

令
和
安
全
の
会

　

◎
北
山　

照
昭
、
山
本　

敬
子

社
会
民
主
党
議
員
会

　

◎
梶
川
み
さ
お
、
大
島
淡
紅
子

宝
塚
市
議
会
で
は
、
議
会
の

調
査
・
研
究
活
動
の
一
環
と
し

て
、
他
の
自
治
体
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
先
進
的
な
事
例
を
調

査
し
、
市
へ
の
提
案
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
１
月
27

日
、
28
日
に
愛
知
県
江
南
（
こ

う
な
ん
）
市
と
豊
橋
（
と
よ
は

し
）
市
を
視
察
し
た
概
要
を
議

員
が
ご
報
告
し
ま
す
。

１
月
27
日　

江
南
市

江
南
市
議
会
で
は
平
成
26
年

度
よ
り
年
１
、
２
回
の
ペ
ー
ス

で
市
民
と
の
意
見
交
換
会
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
曜
日
や
時
間
な
ど
を
工
夫
し

て
、
こ
れ
ま
で
８
回
開
催
。

テ
ー
マ
は
各
常
任
委
員
会
で

設
定
さ
れ
、
３
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、

テ
ー
マ
以
外
の
こ
と
も
話
せ
る

「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」
の
時
間
も

設
け
ら
れ
て
お
り
、
毎
回
活
発

な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や

提
案
に
関
し
て
は
、
議
員
が
後

日
、
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た

り
、
ま
た
広
報
誌
を
通
じ
て
お

答
え
す
る
な
ど
、
決
し
て
「
聞

い
た
だ
け
」
に
せ
ず
、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
大
切
に
し
て
お
ら

れ
る
様
子
に
、
宝
塚
市
議
会
と

し
て
も
学
ぶ
点
が
多
い
気
が
し

ま
し
た
。

今
後
、
宝
塚
市
議
会
と
し
て

も
、
意
見
交
換
な
ど
の
成
果
を

具
体
的
に
市
政
に
反
映
さ
せ
て

い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
（
横
田
）

１
月
28
日　

豊
橋
市

豊
橋
市
議
会
で
は
、「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
に
向

け
、
ま
ず
は
経
費
を
抑
え
て
配

信
を
」
と
、
平
成
29
年
９
月
か

ら
「
委
員
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
・

録
画
配
信
」
を
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
フ

リ
ー
動
画
方
式
で
開

始
。
録
画
配
信
は
、

発
言
議
員
の
名
前
を

入
れ
る
な
ど
、
視
聴

者
側
に
も
分
か
り
や

す
い
よ
う
に
編
集
を
加
え
て
か

ら
配
信
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
あ
ま
り
関
心
の
無
か

っ
た
市
民
に
と
っ
て
も
、
一
般

質
問
以
外
の
議
会
の
活
動
を
知

っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
に
な
る

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
議
会
報
は
、
市
内
４
つ

の
高
校
写
真
部
と
連
携
し
、
表

紙
写
真
を
選
定
す
る
こ
と
で
、

市
民
・
若
い
世
代
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
誌
面
づ

く
り
を
し
て
い
る
点
、
一
般
質

問
の
ペ
ー
ジ
に
録
画
配
信
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
る
点

な
ど
、
今
後
の
議
会
報
「
か
け

は
し
」
の
作
成
に
い
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
川
口
）

と
よ
は
し
市
議
会
だ
よ
り

U
P
!
の
表
紙

写
真

●
広
報
広
聴
委
員
会
視
察
報
告
●

とよはし市議会だより
UP!の表紙写真

～
議
会
報
「
か
け
は
し
」
の
表
紙
に
つ
い
て
～

今
年
度
の
か
け
は
し
の
表
紙
は
、
市
内
の
高
校
写
真
部
に
撮

影
を
依
頼
し
ま
し
た
。
今
回
の
第
２
４
７
号
は
ス
タ
ー
ト
企
画

と
し
て
、
各
校
か
ら
の
写
真
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
て
お
届
け
し
ま

す
。
次
号
か
ら
は
、
各
校
リ
レ
ー
形
式
で
掲
載
予
定
で
す
。

若
い
感
性
が
光
る
表
紙
写
真
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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最後までお読みいただき
ありがとうございます。

誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1 番 1 号
TEL  0797-77-2168（直通）
FAX  0797-74-6902

　議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。
　発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　 （ 9 時~19時まで）

議会報告会
阪
急
今
津
線

至宝塚

至宝塚
市役所

宝塚市立
西公民館

至西宮北口

郵便局郵便局

小林
派出所

駐
車
場
駐
輪
場

小
林
駅 イズミヤ

小林店
イズミヤ
小林店

N

開催日　 8 月 8 日（土）
時　間　午前10時~正午

（開場：午前 9 時30分）
会　場　西公民館 3 階 セミナー室

阪急小林駅から徒歩 3 分

内　容　�予算特別委員会（ 3 月定例会） 
および 6 月定例会等の報告

※�手話通訳、要約筆記ご利用希望の方は事前に 
ご連絡ください。

参加無料
申込不要

問い合わせは議会事務局　議事調査課まで
TEL：0797-77-2168　　FAX：0797-74-6902
E-Mail：m-takarazuka0178@city.takarazuka.lg.jp

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会場では
手指消毒、検温、マスクの着用をお願いします。
社会情勢により予告なく中止させていただく場合があ
ります。詳細は市議会ホームページをご覧ください。

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

※
傍
聴
の
際
は
手
指
消
毒
、
検

温
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。
状
況
に
よ
り
、
座
席

数
を
減
ら
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
本
会
議
場

受
付
は
、
市
庁
舎
４
階
本
会

議
場
で
す
。
傍
聴
席
は
84
席

（
内
、
車
い
す
席
２
席
、
磁
気

ル
ー
プ
席
26
席
）
あ
り
ま
す
。

■
委
員
会
室

受
付
は
、
市
庁
舎
３
階
議
会

事
務
局
で
す
。
傍
聴
席
は
10
席

程
度
で
す
の
で
、
満
席
の
場
合

は
、
音
声
情
報
の
み
を
提
供
し

て
い
る
別
室
に
ご
案
内
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

ご
希
望
の
方
は
、
障
碍
（
が

い
）
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

ＦＡＸ
０
７
９
７
－
72
－
８
０
８
６

次
の
９
月
定
例
会
等
の
日
程

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

傍
聴
の
ご
案
内

傍聴席　着席は間隔を空けて

市議会の情報はこちらから
◆市議会ホームページ
会議日程や議案審査の結果等をご覧いただけます。
また、本会議や委員会の会議録検索もできます。

◆インターネット中継・録画配信
本会議の模様を動画で配信しています。スマート
フォン・タブレットでも視聴可能です。

◆Facebook  
本会議や委員会の開催日程のほか、議会報告会や
意見交換会など市議会主催イベントの情報などをお
知らせしています。

◆FM宝塚　83.5MHz
毎週 2回（月・木）11時55分から 5分間、市議会
の話題をお届けしています。
一般質問（録音）や議長インタビューなども放送
しています。放送予定は、市議会ホームページでご
確認ください。

で検索宝塚市議会

10月 9月 8月
26日 23日 22日 21日 20日 6日 5日 2日 29日 28日 25日 24日 23日 11日 10日 9日 8日 7日 4日 3日 1日 31日
月 金 木 水 火 火 月 金 火 月 金 木 水 金 木 水 火 月 金 木 火 月
決
算
特
別
委
員
会
（
総
括
）

決
算
特
別
委
員
会

本
会
議
（
予
備
日
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

一
般
質
問
（
予
備
日
）

一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
②
（
予
備
日
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
②

文
教
生
活
常
任
委
員
会
②

総
務
常
任
委
員
会
②

産
業
建
設
常
任
委
員
会
①

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

文
教
生
活
常
任
委
員
会
①

文
教
生
活
常
任
委
員
協
議
会

総
務
常
任
委
員
会
①

総
務
常
任
委
員
協
議
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

9
月
定
例
会
等
の
日
程

編
集
後
記

◆
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

新
た
な
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
の
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。
６
月
に
は

宝
塚
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

や
手
塚
治
虫
記
念
館
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
は

新
設
移
転
し
た
宝
塚
ホ
テ
ル
も

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
市
議
会

一
丸
と
な
り
、
地
域
活
性
化
に

も
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

（
岩
佐
）

◆
巻
頭
は
、
感
染
予
防
対
策
に

配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
市

議
会
の
想
い
と
決
議
の
特
集
記

事
で
す
。
表
紙
や
誌
面
構
成
も
、

よ
り
幅
広
い
世
代
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
話
し
合
い

を
重
ね
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

手
元
に
届
く
の
が
楽
し
み
に
な

る
よ
う
な
議
会
報
「
か
け
は
し
」

を
編
集
し
て
い
き
ま
す
。

（
川
口
）

※
議
会
報
か
け
は
し
定
例
会
号

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
令
和
２
年
12
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。




